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ぐ
っ
と
気
温

が
下
が
り
冬
を

感
じ
さ
せ
る
風

が
吹
き
始
め

た
。「
気
が
付

く
と
大
晦
日
」

と
い
っ
た
経
験

は
み
な
さ
ん
に
も
あ
る
の
で

は
？
▼
私
の
住
む
地
域
で
は

夜
警
（
夜
回
り
）
が
あ
り
、

年
末
に
な
る
と
「
火
の
用

心
！
マ
ッ
チ
一
本
火
事
の
も

と
」
の
声
と
と
も
に
カ
チ
ン

カ
チ
ン
と
い
う
拍
子
木
の
音

が
聞
こ
え
て
く
る
▼
夜
警
の

歴
史
は
江
戸
時
代
よ
り
古
い

と
言
わ
れ
る
が
、
最
近
で
は

「
寝
か
し
つ
け
た
子
ど
も
が

起
き
る
」「
近
所
迷
惑
」
と

の
声
も
あ
る
。
近
所
同
士
が

互
い
に
声
を
掛
合
い
注
意
喚

起
す
る
年
末
の
風
物
詩
が
現

代
社
会
に
合
わ
な
く
な
り
つ

つ
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
近

所
付
合
い
や
地
域
の
つ
な
が

り
が
薄
れ
、「
顔
の
見
え
な

い
」
ネ
ッ
ト
社
会
が
主
流
に

な
っ
て
い
く
こ
と
に
寂
し
さ

も
感
じ
る
▼
「
今
日
も
晩
ご

飯
は
一
人
」「
お
母
さ
ん
が

仕
事
の
日
は
お
弁
当
を
買
っ

て
食
べ
る
の
」
と
い
う
子
ど

も
達
に
近
所
の
人
が
温
か
い

食
事
と
居
場
所
を
提
供
す
る

子
ど
も
食
堂
が
全
国
に
広
が

っ
て
い
る
。
日
本
の
子
ど
も

の
貧
困
率
は
上
昇
し
続
け
７

人
に
１
人
の
子
ど
も
が
貧
困

状
態
に
置
か
れ
て
い
る
。
年

末
年
始
に
「
虐
待
」
や
「
孤

独
死
」
等
の
ニ
ュ
ー
ス
が
な

い
こ
と
を
願
う
と
と
も
に
、

働
く
人
が
地
域
社
会
に
参
加

で
き
る
よ
う
８
時
間
働
け
ば

普
通
に
暮
せ
る
社
会
の
実
現

が
必
要
だ
と
感
じ
る 

（
ち
）

府職労 第99回定期大会
●12月21日（土）
　　９時00分受付（９時30分開会）

～16時50分閉会予定
●マイドームおおさか２階

※詳しくは４面に

　まず労働組
合への加入から　

　

11
月
27
日
、
府
当
局
は
「
時

間
外
勤
務
縮
減
に
向
け
た
上
司

・
職
員
の
さ
ら
な
る
意
識
改
革

を
図
る
た
め
、
時
間
外
勤
務
事

前
届
出
が
な
け
れ
ば
パ
ソ
コ
ン

を
シ
ャ
ッ
ト
ダ
ウ
ン
す
る
仕
組

み
」
を
導
入
す
る
こ
と
を
明
ら

か
に
し
ま
し
た
。

　

い
ま
、
職
場
で
は
「
残
業
減

ら
せ
」「
働
き
方
改
革
」
の
名

の
も
と
「
残
業
が
申
請
し
づ
ら

労
働
組
合
の
団
体
交
渉
の
成
果

12
月
26
日（
木
）
差
額
支
給

※ 

９
月
後
半
議
会
お
い
て
給
与
改
定
に
か
か
る
条
例
（
案
）
が
可
決
さ
れ
た
場
合

　
団
体
交
渉
で
勝
ち
取
っ
た
地
域
手
当
（
０
・
８
％
）
と
ボ
ー
ナ
ス

（
０
・
05
ヶ
月
）
の
引
上
げ
が
今
年
４
月
に
さ
か
の
ぼ
っ
て
実
施
さ

れ
る
の
で
差
額
が
支
給
さ
れ
ま
す
！

　
労
働
組
合
が
勝
ち
取
っ
た
成
果
は
み
ん
な
に
還
元
さ
れ
ま
す
！

　
労
働
組
合
に
加
入
し
ま
し
ょ
う
！

「
申
請
し
づ
ら
い
雰
囲
気
（
13

・
１
％
）」「
持
ち
帰
り
残
業
を

し
て
い
る
（
８
・
５
％
）」
と

な
っ
て
い
ま
す
（
グ
ラ
フ

①
）。
ま
た
、
時
間
外
勤
務
の

原
因
に
つ
い
て
３
割
以
上
の
職

員
が
「
恒
常
的
（
４
ヶ
月
以

上
）
に
通
常
業
務
が
勤
務
時
間

内
に
終
わ
ら
な
い
実
態
が
あ

る
」
と
答
え
、
６
割
の
職
員
が

「
時
間
外
勤
務
を
減
ら
す
に
は

残業しても申
請しづらいの
で申請しない

「現行人員で
対応可能」（人
は増えない）

仕事は減らず
残業は続く

表面上の残業
時間は減る

「

意
識
改
革
」で

残
業
は
減
る
と

思
わ
れ
る

さ
ら

に
申
請

し
づ

ら
い

雰
囲

気
に
な
る

悪魔の長時間労働サイクル

「パソコン一斉シャットダウン」導入を検討

職
員
増
が
必
要
」
と
答
え
て
い

ま
す
。

残
業
を
減
ら
す
に
は

職
員
増
こ
そ
必
要

　

「
パ
ソ
コ
ン
一
斉
シ
ャ
ッ
ト

ダ
ウ
ン
」
の
導
入
を
公
表
し
た

吉
村
知
事
は
、
記
者
会
見
で

「
残
業
時
間
を
減
ら
す
と
い
う

定
量
的
な
効
果
だ
け
で
な
く
、

職
員
み
な
さ
ん
が
仕
事
に
メ
リ

ハ
リ
を
つ
け
、
勤
務
時
間
中
の

集
中
を
一
層
高
め
る
効
果
も
あ

る
と
考
え
て
い
ま
す
」
と
述
べ

て
い
ま
す
。
時
間
外
勤
務
を
減

ら
す
た
め
に
は
、
も
ち
ろ
ん
仕

事
の
効
率
化
や
意
識
改
革
も
必

い
」
状
況
が
広
が
っ
て
い
ま

す
。
府
職
労
の
取
り
組
ん
だ
ア

ン
ケ
ー
ト
結
果
（
２
０
１
７

年
）
で
は
約
４
割
の
職
員
が
時

間
外
勤
務
を
全
て
申
請
し
て
い

な
い
実
態
が
明
ら
か
に
な
り
ま

し
た
。

　

そ
の
主
な
理
由
（
複
数
回

答
）
は
「
短
時
間
な
の
で
（
69

・
８
％
）」「
自
分
の
責
任
で
残

業
し
た
の
で
（
32
・
８
％
）」

パソコン一斉シャットダウン（案）のイメージ
時間外勤務縮減に向けた上司・職員のさらなる意識改革を図
るため、時間外勤務事前届出がなければパソコンをシャット
ダウンする仕組み

対　　象 管理職以外の全職員（府立学校・警察を除く）

システム 16：30（１時間前）
　　お知らせバルーン表示（30分間隔）
17：30
又は　　（終了）
18：00
18：20（20分後）
  全画面警告メッセージ表示（１分間隔）

18：30（30分後）パソコンをシャットダウン

《災害時など緊急対応が必要な場合》
システムを停止（解除パスワードで対応）※限られた所属のみ配布

【部長会議（2019年11月27日）資料より】

不
払
い
サ
ー
ビ
ス
残
業
を
根
絶
し
よ
う

「
業
務
の
効
率
化
」「
意
識
改
革
」と
合
わ
せ
て
、

業
務
量
に
見
合
っ
た
職
員
配
置
で

残
業
の
な
い
働
き
方
を
実
現
し
よ
う
！

短時間なので申請していない

0 20 40 60 80 100 120 140 160 180 200 220
（人）

自分の責任で残業したので

申請しづらい雰囲気

その他

持ち帰り残業をしている

あとで何か言われそうなので

評価に影響しそうなので

申請するなと言われている

申請方法がわからない

213（69.8％）100（32.8％）

40（13.1％）

28（9.2％）

26（8.5％）

18（5.9％）

12（3.9％）

8（2.6％）

2（0.7％）

要
で
す
が
、
こ
れ
ま
で
の
業
務

量
を
無
視
し
た
職
員
削
減
を
反

省
し
、
業
務
量
に
応
じ
て
職
員

を
増
や
す
こ
と
が
必
要
不
可
欠

で
す
。

　

府
職
労
は
「
パ
ソ
コ
ン
一
斉

シ
ャ
ッ
ト
ダ
ウ
ン
」
の
導
入
が

実
効
性
の
あ
る
も
の
と
な
る
よ

う
に
、
時
間
外
勤
務
申
請
の
徹

底
、
サ
ー
ビ
ス
残
業
の
根
絶
を

め
ざ
し
て
取
り
組
み
を
進
め
ま

す
。　

グ
ラ
フ
①

 

時
間
外
労
働
を
申
請

し
て
い
な
い
主
な
理
由


